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A 1001:2014 

 

まえがき 

 

 この規格は，一般社団法人 日本鉄鋼連盟標準化センターが，一般社団法人 日本自動車工業会材料部会と 技術的な

検討を重ねて原案を作成し，自動車用鋼板規格三者委員会 に於いて審議・議決されたものである。これによって，JFS 

A 1001:2008（第3版）は改正され、この規格（第4版）に置き換えられた。 

 この規格は、著作権法で保護対象となっている著作物である。 
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日本鉄鋼連盟規格       JFS 
 A 1001：2014 

 

自動車用熱間圧延鋼板及び鋼帯 
Hot-rolled steel sheet and strip for automobile use 

 

序文 

自動車に用いられる鋼板はその要求品質が高度化，多様化し，多くの規格が用意されている。これらを

集約し，標準化して，関係者が使いやすくすることを目的に，1996年に日本鉄鋼連盟規格として JFS A 1001

が制定され，その後 1998年，2008年及び 2012年の改正を経て現在に至っている。今回の改正では，規格

の内容と使用実態との整合を図るため，適用下限厚さの見直し，対角線法による直角度の規定追加などを

行った。 

 

1 適用範囲 

この規格は，自動車に用いる熱間圧延鋼板（以下，鋼板という。）及び熱間圧延鋼帯（以下，鋼帯という。）

について規定する。 

注記  鋼板及び鋼帯には，酸洗又はショットブラストによってスケールを除去したもの及び黒皮がある。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 0203 鉄鋼用語（製品及び品質） 

JIS G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2248 金属材料曲げ試験方法 

JIS Z 2256 金属材料の穴広げ試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS G 0202 及び JIS G 0203によるほか，次による。 

3.1 

降伏点 

上降伏点をいう。 

3.2 

黒皮 
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